
地ち

域い
き

の
特と

く

色し
ょ
く

と
文ぶ

ん

化か

人に
ん

形ぎ
ょ
う

町ち
ょ
う

〜
浜は

ま

町ち
ょ
う

〜
中な

か

洲ず

Ⓑビ
ー

エ
リ
ア

❶
❷

❸

❽

❼

❹

❾

隅田川

　北きた新しん堀ぼり

Ⓒ
シー

（→ p.169）

Ⓔ
イー

（→ p.192）

北
きた

南
みなみ

西
にし

東
ひがし

隅
すみ

田
だ

川
がわ

三
みつ

叉
また

浜
はま

町
ちょう

川
がわ

箱
はこ

崎
ざき

川
がわ

親
おや

父
じ

橋
ばし

へっつい河
が

岸
し

隅
すみ

田
だ

川
がわ

から箱
はこ

崎
ざき

川
がわ

に
分
わ

かれるため、三
みつ

叉
また

とよばれた。
稲
とう

荷
かん

堀
ぼり

日
に

本
ほん

橋
ばし

川
がわ

❺

❻

159158

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の町
まち

なみ

158

芝
しば

居
い

小
ご

屋
や

がたくさんあった。屋
や

根
ね

葺
ふき

職
しょく

人
にん

も多
おお

く住
す

んでいたため、名
な

づけ
られた。また、暮

くれ

踏
ぶみ

町
ちょう

ともよばれた。

堺
さかい

町
ちょう

の東
ひがし

一
いっ

帯
たい

に広
ひろ

がる歓
かん

楽
らく

街
がい

。
飲
いん

食
しょく

しながらうたやおどりが
見
み

られる店
みせ

がたくさんあり、そ
れらを合

あ

わせて吉
よし

原
わら

とよんでい
た。明

めい

暦
れき

の大
たい

火
か

のあと、浅
あさ

草
くさ

へ
移
い

転
てん

となったため、「元
もと

」の字
じ

が
ついた。

甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

町
ちょう

の向
む

かいにあった。もともと銀
ぎん

座
ざ

は京
きょう

橋
ばし

の南
みなみ

（→p.177）にあったが、1800
（寛

かん

政
せい

12）年
ねん

に取
と

りつぶされ、この地
ち

に移
うつ

った。
明
めい

治
じ

維
い

新
しん

までここで銀
ぎん

貨
か

をつくっていた。

川
かわ

の流
なが

れで土
つち

が積
つ

み重
かさ

なったところ（洲
す

）を埋
う

め立
た

ててでき
た町

まち

。1772（安
あん

永
えい

元
がん

）年
ねん

に三
みつ

股
また

富
とみ

永
なが

町
ちょう

と名
な

づけられた。か
つては夕

ゆう

涼
すず

みや月
つき

見
み

などを楽
たの

しむ名
めい

所
しょ

としてにぎわい、茶
ちゃ

屋
や

などが並
なら

んでいたが、寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

（→p.64）で取
と

りはら
われた。

住
すみ

吉
よし

町
ちょう

、難
なに

波
わ

町
ちょう

は、共
とも

に古
こ

典
てん

芸
げい

能
のう

の音
おん

楽
がく

（謡
よう

曲
きょく

）のタイトルからめでたい名
な

がつ
けられた。それぞれの町

まち

の裏
うら

側
がわ

の入
いり

堀
ぼり

にある河
か

岸
し

で、かまどをつくって売
う

る店
みせ

が多
おお

かったため、へっつい河
が

岸
し

とよばれた。

葺
ふき

屋
や

町
ちょう

と共
とも

に芝
しば

居
い

小
ご

屋
や

、茶
ちゃ

屋
や

が多
おお

く
あり、ここには役

やく

者
しゃ

たちもたくさん
住
す

んでいた。当
とう

時
じ

大
おお

坂
さか

から船
ふね

でたく
さんの荷

に

物
もつ

が運
はこ

ばれていたことから、
大
おお

坂
さか

に近
ちか

い堺
さかい

の名
な

にちなんでつけら
れた。

歓
かん

楽
らく

街
がい

吉
よし

原
わら

を開
ひら

いた庄
しょう

司
じ

甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

の住
す

まいがあったため、こう
よばれた。甚

じん

右
え

衛門
もん

町
ちょう

ともいう。
甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

はみんなから「親
おや

父
じ

」と
親
した

しまれていたので、彼
かれ

がつく
った橋

はし

は、「親
おや

父
じ

橋
ばし

」とよばれた。

大
おお

坂
さか

からの船
ふね

がたくさん出
で

入
い

りしていたこ
とから大

おお

坂
さか

町
ちょう

とよばれていたが、新
しん

大
おお

坂
さか

町
ちょう

（→p.169）ができたときに、区
く

別
べつ

するため
に「元

もと

」をつけたといわれる。

❷葺
ふき

屋
や

町
ちょう

 （現げん・日に本ほん橋ばし人にん形ぎょう町ちょう三さん丁ちょう目め）

❼元
もと

吉
よし

原
わら

（現
げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

二
に

～三
さん

丁
ちょう

目
め

、
日
に

本
ほん

橋
ばし

富
とみ

沢
ざわ

町
ちょう

）

❺住
すみ

吉
よし

町
ちょう

裏
うら

河
が

岸
し

 （現げん・日に本ほん橋ばし人にん形ぎょう町ちょう二に丁ちょう目め）
❻難

なに

波
わ

町
ちょう

裏
うら

河
が

岸
し

 （現げん・日に本ほん橋ばし人にん形ぎょう町ちょう二に丁ちょう目め）

❹銀
ぎん

座
ざ

 （現げん・日に本ほん橋ばし人にん形ぎょう町ちょう一いっ丁ちょう目め）

❾三
みつ

股
また

富
とみ

永
なが

町
ちょう

 （現げん・日に本ほん橋ばし中なか洲ず）

❶堺
さかい

町
ちょう

 （現げん・日に本ほん橋ばし人にん形ぎょう町ちょう三さん丁ちょう目め）

❽甚
じん

左
ざ

衛
え

門
もん

町
ちょう

（現
げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

小
こ

網
あみ

町
ちょう

二
に

丁
ちょう

目
め

、
日
に

本
ほん

橋
ばし

人
にん

形
ぎょう

町
ちょう

一
いっ

丁
ちょう

目
め

）

❸元
もと

大
おお

坂
さか

町
ちょう

 （現げん・日に本ほん橋ばし人にん形ぎょう町ちょう一いっ丁ちょう目め）

芝
しば

居
い

小
ご

屋
や

がたくさんあった町
まち

大
だい

名
みょう

屋
や

敷
しき

に囲
かこ

まれた、華
はな

やかな町
まち

かまど（へっつい）をつくっていたよ！

ここにも銀
ぎん

座
ざ

があった！？

月
つき

見
み

や夕
ゆう

涼
すず

みをするならここ！（でした）

思
し

案
あん

橋
ばし

このエリアは、大
だい

名
みょう

の屋
や

敷
しき

がたくさんあった。川
かわ

に囲
かこ

まれており、稲
とう

荷
かん

堀
ぼり

や浜
はま

町
ちょう

川
がわ

などの水
すい

路
ろ

を利
り

用
よう

して、
大
だい

名
みょう

たちの出
しゅっ

身
しん

地
ち

から物
ぶっ

資
し

が運
はこ

ばれたようだ。
大
だい

名
みょう

屋
や

敷
しき

ばかりだが、元
もと

吉
よし

原
わら

という歓
かん

楽
らく

街
がい

のほか、そ

のすぐ近
ちか

くに芝
しば

居
い

小
ご

屋
や

や茶
ちゃ

屋
や

などが集
あつ

まっていた。また、
地
ち

図
ず

にはないが、三
みつ

叉
また

の近
ちか

くに月
つき

見
み

や夕
ゆう

涼
すず

みでにぎわ
った場

ば

所
しょ

があった。

この橋
はし

を渡
わた

って、歓
かん

楽
らく

街
がい

へ行
い

こうかどうしようかと考
かんが

えた
ことからこの名

な

前
まえ

がついた。

ほんとだ、
大
だい

名
みょう

のお屋
や

敷
しき

ばっかり！


